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本会は、共同で国内外の観光客の受け入れと国内外への販売のための広報宣伝・販売を推進することを目的として
栃木県内の㈱外池酒造店、島崎酒造㈱、㈱渡辺佐平佐平商店、片山酒造㈱の4社で平成25年10月1日に設立
した。これまで、共同の取組により、商品力や営業力を強化することで、栃木の酒のブランド力を向上させ、インバウンド
需要の取り込みと輸出を増加させる仕組みづくりを行ってきた。
具体的には、海外向けに英語でのHP作成やSNSによる情報発信、酒蔵ツアー、飲食店とのコラボイベントなどを行い
県産酒の認知度を少しずつ向上させてきた。このため、令和４年秋以降、新型コロナの影響が無くなり外国人の個人
旅行が可能になると、インバウンドの回復とともに訪日客の購入が増加し、輸出についても、18の国と地域に拡大してい
る。
今後は、更なる輸出の拡大に向け取組を強化する必要があるが、以下の4点を課題としている。
第一に、輸出先における販売チャネルの強化が必要であり、販売力を有する現地インポーター、小売店、飲食店等と
の新規取引開拓を進め、安定的かつ継続的な販路を構築する必要がある。
第二に、海外インフルエンサーや現地メディア等を活用した情報発信を強化し、本会酒蔵および日本酒の魅力を効果
的に訴求することで、さらなる認知度向上とブランド価値の確立を図る必要がある。
第三に、輸出先各国・地域の消費動向や嗜好を的確に把握し、それぞれの市場特性に応じた商品提案および販促
活動を展開することにより、販売力強化につなげる戦略的なマーケティングが求められる。
第四に、生産面において、栃木県産酒米の安定確保と品質向上、酒米を含む原材料価格の高騰に対応した生産
性向上および製造原価の抑制、高付加価値商品の開発を進めるとともに、米国関税措置等の各国通商政策の変動
といったカントリーリスクへの対策を講じ、事業の安定性を確保することが重要である。

様式２

１．輸出における現状と課題

・輸出の拡大を図るための物流、販売等の改善を図る取組
今まで取り組んできたツーリズムに関する事業成果を生かしつつ、さらなる商品力・営業力を強化して、栃木の酒のブランド
力を強化し、輸出売上げとインバウンドによる国内での外国人への売上げを共に増加させる仕組みづくりを行う。各酒蔵が自
社の特徴・商品ライン・戦略に合わせて、最も相性の良い輸入業者を選定し、個別ルートで市場への展開を進めていく。
具体的には加工食品クラスター事業を活用した情報発信事業による英語サイトでの各酒蔵の製品情報及び地域情報の
提供、多言語（日本語、英語、中国語）販促チラシによる商談力向上を実施。また、事業を活用して展示会及び海外
催事に参加し、新規販路の開拓及び現地消費者への販売促進に努める。
ターゲット国・地域ごとの取組
北米
米国 ・現地代理店を通じた販路拡大（島崎酒造、外池酒造店）

必要に応じてPBラベルを作成する
・新規取引先の開拓（片山酒造、渡辺佐平商店）

東南アジア
香港  ・現地代理店を通じた販路拡大（外池酒造店、島崎酒造、渡辺佐平商店）
          必要に応じてPBラベルを作成する
・新規取引先の開拓（片山酒造）
シンガポール
・2社（島崎酒造、渡辺佐平商店）が現地代理店があり、
・2社（外池酒造店、片山酒造 ）が新規取引先を探す。
イギリス ・現地代理店を通じた販路拡大（外池酒造店、島崎酒造）

 必要に応じてPBラベルを作成する
   ・新規取引先の開拓（島崎酒造、片山酒造、渡辺佐平商店）

EU
フランス・現地代理店を通じた販路拡大（島崎酒造）
 必要に応じてPBラベルを作成する
 ・新規取引先の開拓（外池酒造店、片山酒造、渡辺佐平商店）

イタリア・現地代理店を通じた販路拡大（外池酒造店、島崎酒造）
必要に応じてPBラベルを作成する。
・新規取引先の開拓（片山酒造、渡辺佐平商店）






